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乳児院での保育実践における看護ニーズの検討
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要 　　　約

社会の変化と共に乳児院の役割は，孤児のケアから複雑多様な問題をもつ親子へのケアに変化して
きた．そのような変化に伴う親子のケアを実践していくためには看護師および保育士の業務の補完が
必要とされる．しかし，現状は保育士に比べ看護師の就業数が少なく，保育士による業務の補完が大
半を占め，看護師の専門性が脆弱な状態にある．

本研究は，乳児院での保育看護実践において看護師の専門性を活かした看護ニーズを検討するため
に，全国の乳児院に就業している看護師および保育士に質問紙調査を行った．調査内容は，現在の保
育看護業務の実施状況，職員の専門性発揮の状況などである．
その結果，保育看護実践には子どもの健全な成長発達を促すための日常生活に関する援助と家族再
統合に向けた子育て支援に関する援助に大別できた．これらの業務は，看護師と保育士の専門性を活
かした協働体制が必要であることが明らかとなった．
また乳児院への看護師就業者が少ない現状は，基礎教育において乳児院に看護師が就業しているこ

とを学ぶ機会がほとんど得られていないことに起因していると考えられる．看護師は長期間の臨地実
習で患者の問題点に対する計画立案・実践・評価を習得しており，自立支援計画策定や保育計画など

を担うことができ，保育看護実践において必要な専門職である．そのためにも，看護師確保に向けて
基礎看護教育で乳児院における看護師の役割について啓発することは重要な課題である．

は じ め に

わが国の乳児院は，�		�（平成�	）年 月 �日現
在���ヵ所設置されており，養育の必要な子どもを入
所させ，主に保育士・看護師による養育が行われて

いる．乳児院の歴史的変遷をみると，戦災孤児や浮
浪児の養護，人身売買などからの保護・救済事業を
中心としてきたが ��，社会背景の変化に伴い乳児院
への入所理由が複雑多様化し，その役割は大きく変
化している．�		（平成��）年の厚生労働省調査に
よると，父母の精神疾患��
�，両親の未婚���	�，
養育拒否����，親による虐待���などが入所理由
として報告されている．また，児童相談所の虐待相
談件数増加に伴い，短期間による施設入退所者数も

年々増加しており��，前述の入所理由での在所期間
も �年未満�����であり，子どもだけでなく親への
関わりが大きな課題となっている．
乳児院は生後間もない乳児から概ね �歳までの幼

児を対象として�時間連続稼動しているうえに，場

合によっては障害をもつ子どもや，小学校就学前ま
で入所を継続する事例がある．このように乳児院で
は，病虚弱児・被虐待児に対するケアなど，専門性
の高い職員の対応が必要とされている．この対応に

ついて庄司らは ��，保育看護という用語を用いて，
乳児院に入所してくる子どもの医療・看護的ケアの
ニーズに対する保育士・看護師の専門性の補完およ
び質の向上を指摘している．しかしながら，保育看
護という用語は，日常の保育実践において頻繁に用
いられているが，未だに定義づけがなされていない．
そこで本稿では，保育看護について「保育」と「看
護」の視点で用語の定義づけを行った．「保育」は乳
幼児の心身の健全な成長発達と社会生活の適応に向

けた個人，または社会による乳幼児の保護養育をい
い，福祉と密接な関係がある��．「看護」は，心身の
発達が未熟な乳幼児の反応を査定し，健康の保持増
進，疾病予防，病気や障害を有する子どもの援助を
行うことと考えられる����．これらの視点から，保
育看護とは，「医療福祉の目的��	�と密接不分離の関
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係にあり，子どもとその家族が健康で安心できる生
活を保障するための自立に向けた援助」とした．
現状の乳児院は，複雑な家族背景や健康問題に関

する専門性の高い保育看護の実践を必要としてい

る．看護師は，基礎看護教育において体系的な理論
に裏付けられた知的内容と技能の教育訓練を経て国
家資格を取得し，社会的に評価されている専門職で
ある
�．したがって自立支援計画策定をはじめ，乳
幼児の健康管理，環境の調整，医療機関との連携，
および愛着形成へのケアなど保育看護の実践を担う
ことのできる専門職である．
児童福祉施設最低基準���をもとに全国の看護師

（保健師・助産師含む）需要数をみると，�		�（平

成��）年�	月 �日現在，乳児院入所児童数��	��人
に対して����	人が望ましいとされている．しかし，
実際の就業者数は���人であり，率直に言えば看護
師不足である���．特に，�		�（平成��）年の診療報
酬改定により，短期間で看護配置基準が急激に引き
上げられたために病院は看護師確保に努め，民間の
病院や社会福祉施設で従事している看護師が大病院
に就業変更するなど ������，乳児院は看護師確保が
困難になった．このように，乳児院における看護師

不足は，病虚弱児の対応や医療機関との連携など看
護の専門性を脆弱にし，保育看護の質の向上を阻害
する原因となることが懸念される．
そこで本研究は，乳児院における看護師不足の原
因を明らかにするとともに，保育実践において看護
師が専門性を発揮できるために，全国の乳児院就業
中の保育士（児童指導員含む），および看護師（保健
師・助産師・准看護師含む）に保育実践の状況を調
査し，看護ニーズについて検討を行った．

研 究 方 法

�．対象者

対象者人数は�		�（平成��）年 月 �日現在で，
全国乳児福祉協議会が実施した就業者人数をもとに
全国の乳児院���ヵ所に就業している看護師（保健
師・助産師・准看護師含む）���人，および保育士
（児童指導員含む）�����人，就業者人数が不明な �

施設は定員数より概算し，合計���人とした．

�．調査内容

　�．�．基本属性

対象者の属性について，性別，年齢，取得資格と
して保育士・児童指導員・保健師・助産師・看護師・
准看護師，および乳児院勤続年数などを調査した．
　�．�．日常の保育業務実践状況

乳児院における日常の保育看護の業務実践につい

て，医療福祉の目的とヴァージニア・ヘンダーソン
による看護の定義，および国際看護師協会（���）
の看護の定義をもとに ��子どもの発達，��医療的ケ
ア，��保健指導，�子どもと家族への子育て支援に

関する援助，��リスクマネジメント，��調整管理の
�つをあげた．更に，保育看護の主な業務内容とし
て，�乳児院での予備調査を行った内容と，�乳児
院において筆者が �年間のボランティア体験から��

項目を抽出した．これらの項目には，��子どもの発
達に「健康状態の観察」，「健康な子どもの遊び」，「病
気の子どもの遊び」， ��医療的ケアに「内服薬の準
備」，「吸入の準備」，「機能障害をもつ子どものリハ
ビリ」， ��保健指導に「子どもの日常生活に関する

指導」，「家族の面会時の様子を記録」，「面会時の家
族の対応」， �子どもと家族への子育て支援に関す
る援助に「サポートシステムについての情報提供」，
「退所後の家庭訪問」，「自立支援計画策定」， ��リス
クマネジメントに「子どもの感染防止対策見直し」，
「子どもの事故防止対策見直し」， ��調整管理に「医
療機関との連絡調整」，「業務内容の調整」の��項目
をあげた．実践状況を具体的に把握するために，��

項目の業務を「常に行っている」，「かなり行ってい

る」，「時々行っている」，「あまり行っていない」，「全
く行っていない」の �肢から �つ選択して回答する
調査票を作成した．
　�．�．自己の専門性発揮

乳児院において自己の専門性発揮の有無を「いつ
も」，「かなり」，「どちらともいえない」，「あまりな
い」，「ない」の �肢で調査した．
　�．�．乳児院における看護師の存在を知った時期

看護師の就業先に乳児院があることを知った時期

を「学生のときから」，「社会人になってから」の �

つの時期について調査した．

�．調査上の手続き

調査上の手続きは，全国乳児福祉協議会事務局宛
に研究計画書，研究協力依頼書，および質問紙調査
票一式を提出し，事務局の承認を得た．
次に事務局が全国の乳児院ブロック長宛に調査依

頼書を作成し，送信後，ブロック長から各乳児院施

設長に協力依頼の手続きが行われた．
その後，���ヵ所の施設長宛に対象者人数分の研
究協力依頼書，同意書，質問紙調査票，および返信
用封筒一式を準備し，質問紙を対象人数分郵送した．
質問紙は自己記入方式とし，「乳児院における専門職
の意識および業務内容に関する調査紙」を同封した．
調査期間を�		�（平成�
）年��月 �日から�		�（平

成�	）年 �月�	日までとし，個別に同封した返信用
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封筒で回収した．����人回収し，回収率は���	�で
あった．有効回答数����人，および無効回答��人，
有効回答率���であった．

�．倫理的配慮

調査にあたり，研究目的，調査内容，データの使
用方法，データ破棄処理法について記載した協力依
頼書，および自署による同意書を同封し，同意の手
続きが得られた者に質問紙の回答を行ってもらい，
返信は個人の意思によるものとした．

�．データ分析方法

統計解析は ���� ��� ������ !"����を用いた．

対象者の属性，および職員全員を対象とした日常保
育業務実践状況は，単純集計を行った．「有資格別
乳児院勤続年数」，「職員全員を対象とした日常保育
業務実施の有無と専門性発揮状況」，「資格と専門性
発揮の状況」，「資格と乳児院における看護師の存在
を知った時期」についてはクロス集計，�� 検定，�
係数や ���# 比���を用いて関連性の大きさを検討
した．
筆者が分類した��項目の保育業務実践状況から集

合状態を明らかにするために，クラスター分析���

を用いて樹状図（デンドログラム）を作図し保育業
務の内容を検証した．

調 査 結 果

�．対象者の属性

調査対象者の属性は，表 �の通りである．性別
は，女性が
����，男性が����であった．年齢は�	

歳代が	���，�	歳代�����，	歳代�	���，�	歳代
�����の順であった．専門職の資格は保育士�����，
看護師���	�の順に多く，勤続年数の最も多かったの
は�	年以上���	�であり，次いで �年以上 �年未満
�	�
�，�年以上�	年未満が�
���であった．資格
別に乳児院勤続年数をみると，保育士では�	年以上
���
�，�年以上 �年未満�����，�年未満�	�
�の
順に多かった．これに対して看護師の勤続年数は，
�	年以上�
���が多く，他の勤続年数は，ほぼ均等

であった（図 �）．

�．職員全員を対象とした日常保育業務実施状況

保育看護の業務内容実践状況を「行っている群」，
「時々行っている群」，「行っていない群」に分類し図
�に示した．
　�．�．子どもの発達に関する業務

常に行っている項目は，「健康状態の観察」
����，
「健康な子どもの遊び」���
�，「病気の子どもの遊

び」�	���の順に多かった．

表 � 対象者の属性

図 � 有資格別乳児院勤続年数
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図 � 職員全員を対象とした日常保育業務実施状況

　�．�．医療的ケア

「内服薬の準備」���	�，「吸入の準備」�����が
常に行っている業務であり，「機能障害をもつ子ど
ものリハビリ」は行っている者と行っていない者と
の差はなかった．
　�．�．保健指導

「家族の面会時の様子を記録」�����，「面会時の

家族の対応」����が常に行っている業務であった
が，「子どもの日常生活に関する指導」は�����の者
が行っていなかった．
　�．�．子どもと家族への子育て支援に関する援助

行っていない業務として最も高率であったのは，
「退所後の家庭訪問」
��	�，次いで「家族へのサ
ポートシステムについての情報提供」�
���であっ
た．これらは看護師および保育士以外の担当者によ
る業務となっていた．また，「自立支援計画策定」は，

実施の有無に差はなかった．
　�．�．リスクマネジメント

「子どもの事故防止対策見直し」を常に行っている
者が��
�，「子どもの感染防止対策見直し」�����の
順であり，安全対策の認識の低さを示している．
　�．�．調整役割

「医療機関との連絡調整」は，行っている者と行っ
ていない者とがほぼ同数であったのに対し，「業務
内容の調整」は，�����の者が行っていなかった．

�．全職員の業務別専門性発揮の状況

図 �は，図 �の結果をもとに各業務項目を「行っ
ている群」と「行っていない群」に分類し，両者に
おいて専門性発揮を図示したものである．「サポー
トシステムについての情報提供」と「退所後の家庭
訪問」を除く全ての業務は，半数以上が行われてお
り，かつ職員の専門性が発揮されている．逆に，「サ

ポートシステムについての情報提供」と「退所後の
家庭訪問」は，行っていないが専門性の発揮状況は
高率であった．日常保育業務実施の有無と専門性発
揮状況の関連性の結果を検定すると，「健康状態の
観察」，「内服薬の準備」，「退所後の家庭訪問」を除
いた��項目は有意差が認められた（$�	�		�）．
しかし，表 �に示したφ係数による検定結果，「子

どもの事故防止対策の見直し」は，業務実施の有無
と専門性発揮との関連性が深いことが示唆されるが，

その他の業務は実施の有無と専門性発揮との関連性
は低いといえる．

�．専門性発揮と対象者の資格との関連性

看護師および保育士の各専門資格において専門性
発揮の有無を図 に示した．専門性を発揮できてい
る保育士�����に対して，看護師は，�����が専門
性を発揮できており，どちらともいえないと回答し
た看護師が��	�であった．専門性発揮と資格との
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図 � 職員全員を対象とした日常保育業務実施の有無と専門性発揮状況

表 � 日常保育業務実施と専門性発揮との関連性

間に関連性が認められた（$�	�		�）．

�．乳児院看護師が就業していることを知った時期

乳児院で看護師が就業していることを知った時期
を看護師および保育士の資格別に集計した結果を図
�に示した．保育士では�����が「学生のとき」に

乳児院における看護師の存在を認識しているのに対

し，看護師は���	�が「社会人になってから」認識
しており，資格と看護師の存在を認識した時期との
関連性が認められた（$�	�		�）．

�．保育看護実践状況と業務内容の関連性について

保育看護実践状況と業務内容の関連性についてク

ラスター分析を行い，デンドログラムを図 �に作成
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図 � 資格と専門性発揮の状況

図 � 乳児院における看護師の存在を知った時期

図 � 日常保育実践内容のデンドログラム

した結果，【子どもの日常生活に関する援助】と【家
族再統合に向けた子育て支援に関する援助】の �つ
に大別された．
【子どもの日常生活に関する援助】には， ��「子

どもの感染防止対策見直し」，「子どもの事故防止対
策見直し」，「医療機関との連絡調整」，��「家族の面
会時の様子を記録」，「面会時の家族の対応」，��「健

康な子どもの遊び」，「病気の子どもの遊び」，�「内
服薬の準備」，「吸入の準備」， ��「観察」の�つの組
み合わせに分類できた．もう一方の【家族再統合に

向けた子育て支援に関する援助】には， ��「サポー
トシステムについての情報提供」，「退所後の家庭訪
問」， ��「子どもの日常生活に関する指導」，「業務
内容の調整」，「機能障害をもつ子どものリハビリ」，
��「自立支援計画策定」の �つに分類できた．

考 察

�．乳児院における就業看護師数が少ない原因

基本属性の保育士（児童指導員含む）
��人（�
���）

に対し，看護師（保健師・助産師・准看護師含む）
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��人（�	�
�）の割合は，�		�（平成��）年に全
国乳児福祉協議会が実施した乳児院保育士就業者数
�����人（�����），看護師���人（�����）の比率と
類似しており，看護師の就業率は，保育士に比べて

低い．図 �に示した乳児院における看護師の存在を
社会人になって知った看護師が多いことは，基礎教
育の時点で認識差があると指摘できる．保育士の基
礎教育の場合，保育実習に複数の児童福祉施設が配
置され，乳児院について学ぶ機会が得られている．
しかし，看護師の場合，小児看護学実習で小児病棟
に加え保育園を実習施設に配置しても，乳児院につ
いて学習する機会が少ない．したがって看護学生の
多くは，乳児院に看護師が就業していることを知ら

ないため，就業希望者が少ないのである．
さらに，診療報酬改定の煽りを受けて病院の看護
師確保の動きにより，�		（平成��）年から�		�

（平成��）年までの �年間で，看護師の病院就業者
数が
�
��人増加しているのに対し，乳児院の看護
師数は，�		（平成��）年の��	人から増加してい
ないことも原因の一つである．
また，乳児院に就業している看護師，および保育士

の
����が女性であり，そのうち	���が�	歳代を

占め，勤続年数 �年未満����，�年以上�	年未満の
中堅者�
���，�	年以上のベテラン保育士���
�で
あることから，実務経験，適応能力の高い中堅の専
門職が少ないことが明確になった．この現象は，わ
が国の女性の%字型就業形態���に類似しており，
�	歳代で乳児院に就業し，結婚や出産を機に一旦離
職する者，または子育てを終えた後，�歳前後で乳
児院に就業していることが推測できる．このような
原因から，保育士と看護師の就業比率に著明な差が

生じ，中堅の職員数に影響しているのではないかと
考えられる．

�．専門職の協働および専門性発揮

図 �の職員全員における日常保育業務実施状況に
ついてクラスター分析を行ったところ，【子どもの
日常生活に関する援助】と【家族再統合に向けた子
育て支援に関する援助】の �つに大別できた．この
結果を，図 �の日常保育業務実施の有無と専門性発

揮状況に照合すると，【子どもの日常生活に関する
援助】は，全ての業務を行うことで専門性を発揮し
ているのに対し，【家族再統合に向けた子育て支援
に関する援助】は，約半数以上の者が日常業務とし
て行っていないが，専門性を発揮している．最も典
型的なものは，「サポートシステムについての情報
提供」と「退所後の家庭訪問」であり，実践の有無
と専門性発揮との関連性が低い．さらに表 �に示す

�係数より，「子どもの感染防止対策見直し」以外は
業務の実施と専門性発揮との関連性が低いことが明
らかになった．
松木は ���モントーグが看護業務を看護機能のス

ペクトル分析により，非専門業務，準専門業務，専
門業務の �つに能力的機能分化したことを看護管理
学において提唱している．そこで，日常の保育看護
の業務を専門職の視点でとらえると，非専門業務は，
一般的知識に基づく簡単な業務である．すなわち，
家族が子どもの保育として実施できるような業務で
あり，一般に免許をもたない児童指導員で対応が可
能である．準専門業務は，保育看護に必要な知識や
技術を活用して，日常業務にある程度の判断を求め

られる中間的業務であり，保育士の役割に相当する．
専門業務は，専門的知識と技術を要し，乳幼児の健
康管理，愛着形成へのケア，自立支援計画策定など
専門的判断を要する業務であるため，看護師とファ
ミリーソーシャルワーカーがこれに該当する．【子
どもの日常生活に関する援助】と【家族再統合に向
けた子育て支援に関する援助】には，非専門業務，
準専門業務，専門業務が存在しており，各専門職が
互いに補完し協働できる業務形態が重要となる．し

かし，�		（平成��）年にファミリーソーシャル
ワーカーの主な業務内容�	�が明文化され，【家族再
統合に向けた子育て支援に関する援助】は，ファミ
リーソーシャルワーカーの専門業務となり，看護師
および保育士の日常業務実践が減少してきた．その
結果，【家族再統合に向けた子育て支援に関する援
助】の実施と専門性発揮との関連性は低いことが明
確になった．
一方，就業看護師の少ない現場において，日常業

務化した看護師の専門業務を保育士が補完している
ため，図 のように保育士に比べて看護師の専門性
発揮の認識が低くなっている．このような業務の専
門分化がなされ難い多忙な業務形態が持続すると，
日常業務が困難となり，定常化し易く，職員がやり
がいを見出せなくなり離職していく危険性が増大す
る．特に，職員の保育業務実施の有無と専門性発揮
に関連性が低い結果を示していることは，まさに定
常化を意味していることが指摘できる．この現象を

放置しておくことは，保育看護実践の質の向上に繋
がりにくく，複数の要因から養育困難を引き起こし
ている虐待や精神障害のある保護者への対応を，一
層困難なものにすることになる．したがって，各専
門職の能力的機能分化を行い，専門性を高め合うこ
とのできる協働体制づくりが保育看護実践の質を向
上させる優先課題と指摘できる．
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�．保育実践における看護ニーズ

乳児院に入所する子どもは，愛着形成がなされて
いないまま親子分離を体験しなければならない．そ
のため保育者との愛着形成を促し，乳幼児の健全な

心身の発達を促す看護師の専門的なケアは重要であ
る．また子どもは心身の発達が未熟なため，全てに
おいて無防備であり，健康面や安全面で常に危険に
曝されている．しかも保育者との愛着形成を促し，
乳幼児の健全な心身の発達を促すためには，看護師
の専門的なケアが重要となる．
図 �で大別した【子どもの日常生活に関する援助】

のうち，「健康状態の観察」は，乳幼児の心身の状態
を査定し，健康の保持増進，疾病を予防するには看

護師の専門的な知識および経験が必要となる．厚生
労働省調査による乳児院の罹患傾向別児童数�
�を
みると，罹患傾向を有する者は�����であると報告
されている．これらのことから，施設内での「子ど
もの感染防止対策見直し」や罹患時の病児の看護お
よび他の子どもへの対応手順なども極めて重要であ
る．その他，施設内での感染症や職員の過失による
事故を防ぐための「事故防止対策見直し」，「障害を
持つ子どものリハビリ」は看護師の専門性が強く要

求される．さらに乳幼児の健全な発育を促進させる
ために遊びと発達の密接な関係を考慮した「遊びの
援助」は，保育士の専門的な計画立案を必要とし，
併せて看護師との連携も重要であることが示唆され
る．一方，【家族再統合に向けた子育て支援に関する
援助】のうち，「退所後の家庭訪問」，「サポートシス
テムについての情報提供」は職員自身がファミリー
ソーシャルワーカーの守備範囲と認識しているため，
他の専門職である看護師・保育士が介入しにくい状

況にあることが懸念される．その点について，石田
ら ���は，ファミリーソーシャルワーカーの直接処
遇に関する業務の多さと多職種との業務分担の明確
化の必要性を報告しており，ファミリーソーシャル
ワーカー自身の実践に対する困難さを述べている．
看護師および保育士は，基礎教育において子どもの
発達，家族への援助，社会福祉に関することは既習
している．特に看護師は，長期間の臨地実習で受持

患者の問題点に対する計画立案を行い実践・評価を
習得しているため，自立支援計画策定や日々の保育
計画なども十分に担うことは可能である�

また医療福祉の目的から，乳児院に入所している

子どもが家族と再統合して「健康で安心できる生活
の保障」���が実現できることを目標におき，実践し
ていくために，定常化の解決と専門性を活かした業
務の補完を考えていくことが極めて重要となる．
そのためにも，乳児院で就業する看護師確保に努

め，看護師の専門性が発揮できるよう日常の保育業
務における看護ニーズを明確にし，質の向上を目指
した保育看護実践の評価を行う必要がある．

ま と め

本研究結果から，乳児院における保育看護実践に
は，子どもの健全な発達を促すための【子どもの日
常生活に関する援助】と【家族再統合に向けた子育
て支援に関する援助】の �つの主要な業務が明確に
なり，看護ニーズとして，「健康状態の観察」，「子
どもの感染症防止対策見直し」，「事故防止対策見直
し」，「障害を持つ子どものリハビリ」が抽出された．
しかし，全国の乳児院は保育士に比べて看護師の
就業率の低さから，慢性的な看護師不足という問題

を抱えており，看護師の専門性が発揮されにくい現
状である．質の高い保育看護を実践していくために
は，看護師と保育士の専門性を活かした協働体制が
必然的なものとなる．この問題を解決するためには，
乳児院に就業する看護師を確保していくことが重要
となるが，乳児院が看護師の専門性を必要としてい
ることを看護師養成機関が基礎看護教育で啓発し，
乳児院に就業する看護師を確保していくことが課題
となる．そのために看護師の専門性を活かした保育
看護実践モデルを検討したい．

本研究の趣旨をご理解いただき，ご協力いただきました

乳児院職員の皆様に深謝いたします．また研究推進に際

し，ご協力いただきました全国乳児福祉協議会，ならびに

旭川乳児院 　土岐覚院長に深謝いたします．
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